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新産業振興課 （内線：3150)

発表内容の
全県、岩国、柳井、周南、山口、防府、宇部、山陽小野田、下関、長門、萩、首都圏

関 係 地 域

件 名 文部科学省の知的クラスター創成事業(グローバル拠点育成型)に係る

採択について

山口大学、山口東京理科大学、(地独)山口県産業技術センター等と共同で提案していた

「やまぐちグリーン部材クラスター構想」が、文部科学省の「知的クラスター創成事業

（グローバル拠点育成型）」の採択地域として選定されました。

今後、山口県産業技術センターを中核実施機関として、省エネ・省資源型高機能部材の

開発による活力ある産業集積（グリーン部材クラスター）の形成を目指して、山口大学、

山口東京理科大学等を研究機関とする産学公共同研究を実施します。

【知的クラスター創成事業（グローバル拠点育成型）の概要】

１ 「知的クラスター」とは、

・「クラスター」：「ブドウの房」の意

・「知的クラスター」：知的創造の拠点たる大学、公的研究機関等を核とした、関連

研究機関、研究開発型企業等による国際的な競争力のある技

術革新のための集積（文部科学省）

２ 目 的

地域産業の競争力強化や新産業創出等を目指して産学官連携活動等が行われてきた

地域において、地域の自立化を促進しつつ、国際的に強み・特徴のある研究ポテンシ

ャルや技術的にコアとなるシーズを活かし、グローバルな展開を図ることにより、国

際競争力を持った地域クラスターの育成を推進する。

３ 事業概要

・１地域当たり年３～５億円程度、５年間事業を実施。（全国で４地域）

・国際的に強み・特徴のある技術シーズを基に、産学官共同研究の実施

・産学官連携のためのコーディネーターの配置や弁理士等アドバイザーの活用

・国際競争力強化のためのシンポジウム等の開催 など

【「やまぐちグリーン部材クラスター構想」の概要】

裏面のとおり。


